
77 76

　
金
融
恐
慌
後
の
銀
行
合
同
が
進
む
時
期
に
あ
っ
て
、
立
川
町

で
は
一
九
三
〇
年
に
信
用
組
合
設
立
の
計
画
が
浮
上
す
る
も
の

の
、
実
際
の
開
業
は
そ
の
三
年
後
に
ず
れ
こ
み
、
若
干
の
紆
余

曲
折
を
経
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
佐
藤
（
二
〇
一
九
）
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
立
川
信
組
は
そ
の
後
、
井
上
権
吉
組
合
長
の

も
と
で
急
速
に
発
展
し
て
い
く
。
立
川
信
組
は
地
域
の
中
で
ど

の
よ
う
な
位
置
を
獲
得
し
、
ま
た
、
立
川
地
域
に
支
店
を
持
つ

地
方
銀
行
な
ど
の
他
の
金
融
機
関
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
戦
前
の
立
川
信
組
の
進
展
を
、

組
合
員
の
構
成
の
面
か
ら
追
っ
て
い
き
た
い
。

　
利
用
す
る
史
料
は
、
主
と
し
て
「
立
川
信
用
組
合
員
名
簿
」

で
あ
る
。
本
史
料
は
、
立
川
信
組
が
創
設
さ
れ
た
一
九
三
三
年

か
ら
、
戦
後
直
後
の
一
九
四
六
年
ま
で
に
加
入
し
た
組
合
員
の

情
報
を
掲
載
し
た
全
五
冊
の
名
簿
で
あ
る
。
組
合
員
の
氏
名
・

営
公
設
質
屋
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
域
の
零
細
金
融
に
も
関
心

を
持
っ
て
い
た
（『
多
摩
の
人
物
史
』
二
七
六
頁
）。
彼
ら
の
住

所
も
富
士
見
町
・
柴
崎
町
・
錦
町
・
曙
町
・
高
松
町
と
全
町
的

で
あ
っ
て
、
町
内
の
政
治
的
な
有
力
者
が
幅
広
く
集
っ
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
地
方
銀
行
と
の
関
係
も
確
認
で
き
る
。
初
代
組
合
長

で
あ
っ
た
岩
㟢
清
重
は
第
三
十
六
銀
行
の
役
員
を
務
め
て
お
り
、

そ
の
父
清
八
も
多
摩
農
業
銀
行
の
役
員
経
験
者
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
の
株
式
を
多
数
保
有
し
て
い
た
。

立
川
町
内
に
支
店
を
開
業
し
て
い
た
武
陽
銀
行
・
多
摩
農
業
銀

行
・
第
三
十
六
銀
行
の
三
行
へ
の
出
資
を
見
る
と
、
立
川
信
組

設
立
者
の
多
く
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
一
〇
〇
株
以
上
の
出
資

者
も
珍
し
く
な
い
。
立
川
信
組
の
役
職
者
以
外
の
大
口
出
資
者

の
中
に
も
、
そ
れ
ら
の
銀
行
株
式
所
有
者
一
覧
に
名
前
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
地
方
銀
行
と
立
川
信
組
は
必
ず
し
も
競
合
す
る
関
係
に
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、い
ず
れ
も
地
域
金
融
の
担
い
手
と
し
て
、

一
定
の
分
業
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
立
川
信
組
の
出
資
者
の
中
に
は
、
金
物
、
青
物
、

宿
泊
業
な
ど
の
同
業
者
組
合
の
代
表
者
ら
も
い
た
（『
立
川
町
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多摩の
金融史

伊
藤

　
　悠

小
西

　雄
大

は
じ
め
に

　
一
九
三
〇
年
代
の
立
川
町
は
、
社
会
・
経
済
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
っ
た
。
中
央
線
・
青
梅
線
に
加
え
、
南
武
線
・
五
日

市
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
立
川
駅
が
交
通
の
要
衝
と
な
り
、
陸

軍
飛
行
場
の
周
辺
に
立
川
飛
行
機
な
ど
の
航
空
機
関
連
産
業
が

相
次
い
で
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
立
川
駅
北
口
周

辺
を
中
心
に
中
小
商
工
業
も
集
積
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
見
合

う
程
度
の
金
融
機
関
が
必
要
と
さ
れ
た
。
立
川
信
組
設
立
前
の

立
川
町
に
は
、
多
摩
農
業
銀
行
（
一
九
二
七
年
に
武
陽
銀
行
に

合
併
）・
武
陽
銀
行
・
第
三
十
六
銀
行
の
支
店
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
そ
う
し
た
地
方
銀
行
と
取
引
す
る
こ
と
が
難
し
い
中
小

事
業
者
の
資
金
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

立
川
信
用
組
合
の
設
立
と
発
展

加
入
日
・
出
資
口
数
の
ほ
か
、
職
業
や
住
所
、
さ
ら
に
は
組
合

員
間
の
証
券
譲
渡
の
情
報
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
立
川

信
組
の
性
格
の
一
端
が
、
組
合
員
の
構
成
か
ら
明
ら
か
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
稿
で
扱
う
職
業
分
類
（
農
業
／
工
業
／
商
業
／
交

通
業
／
公
務
・
自
由
業
／
そ
の
他
／
無
業
の
七
分
類
）
は
、
一 

九
三
〇
年
度
国
勢
調
査
に
お
け
る
職
業
分
類
基
準
に
基
づ
き
、

組
合
員
名
簿
の
職
業
欄
に
記
載
さ
れ
た
職
業
を
筆
者
が
独
自
に

分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
役
員
と
大
口
出
資
者
の
性
格

　
立
川
町
に
お
け
る
相
互
金
融
と
し
て
、
一
九
三
三
年
末
に
立

川
信
用
組
合
が
発
足
し
た
。立
川
町
長
の
小
川
孝
喜
を
は
じ
め
、

町
内
の
有
力
者
が
発
起
人
と
な
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
表
1
は
、
設
立
時
の
立
川
信
組
の
役
員
や
大
口
出
資
者
の

詳
細
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
役
職
者
一
二
人
の
内
、
組
合
長
の
岩
㟢
清
重
を
除
い
た
一
一

人
が
公
職
経
験
者
で
あ
る
。
歴
代
の
立
川
町
長
を
務
め
た
小
川

孝
喜
、
中
嶋
舜
司
、
板
谷
信
一
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
は

町
会
議
員
に
も
当
選
し
て
い
る
。
こ
と
板
谷
信
一
郎
は
立
川
町
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／
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史
概
観
』
八
九
〜
九
〇
頁
）。
彼
ら
は
利
用
側
の
各
産
業
の
利

害
を
代
表
し
て
い
た
と
同
時
に
、
伏
見
光
太
郎
の
よ
う
に
信
用

評
定
委
員
を
務
め
た
人
物
も
い
た
た
め
、
立
川
信
組
の
信
用
評

価
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
役
員
や
大
口
出
資
者
以
外
の
組
合
員
も
立
川
町
内
の
有
力
者

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、『
立
川
町
会
議
事
録
』（
立

川
市
史
編
さ
ん
近
代
部
会
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
戸
数
割
賦

課
額
調
書
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
立
川
町
の
経
済
階
層
に
お

け
る
組
合
員
の
位
置
づ
け
を
簡
単
に
検
討
し
た
い
。戸
数
割
は
、

所
得
と
資
産
額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
税
目
で
あ
る
た
め
、
そ

の
課
税
額
は
、
市
町
村
内
に
お
け
る
個
人
の
経
済
状
況
を
反
映

し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
三
三
年
の
立
川
信
組
加
入
者
二
八
三
人
の
う
ち
、
二
〇 

七
人
が
戸
数
割
課
税
者
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
戸
数
割
賦
課
額

の
上
位
一
〇
％
以
内
に
七
一
人
の
組
合
員
が
属
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
立
川
町
に
お
け
る
上
位
一
〇
％
の
町
民
の
う
ち
の
四
人

に
一
人
が
立
川
信
組
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、や
は
り
、

立
川
町
内
の
経
済
的
な
有
力
者
が
多
数
加
入
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
役
員
は
全
員
が
上
位
一
〇
％
以
内
に
属
し
、
大

口
出
資
者
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
上
位
二
〇
％
に
入
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
設
立
時
の
戸
数
割
賦
課
額
の
分
布
か
ら
は
、
中
小
事
業

者
に
対
す
る
相
互
金
融
と
い
う
立
川
信
組
の
性
格
が
ま
だ
明
瞭

で
は
な
い
。

　
一
九
三
九
年
末
現
在
の
組
合
員
一
〇
〇
七
人
に
つ
い
て
は
、

四
一
五
人
が
戸
数
割
課
税
者
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
と
比
べ

る
と
中
間
層
の
伸
び
が
大
き
く
、
組
合
員
の
構
成
が
幅
広
い
層

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
で
も
商
工
業
者
の

増
加
が
目
立
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
中
間
層
の
伸
び
を
牽
引
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
業
種
別
構
成
の
変
化

　
以
上
の
よ
う
に
、
立
川
信
組
の
組
合
員
は
立
川
町
内
で
経
済

階
層
が
相
対
的
に
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
前
項
の
分
析
か
ら
、

組
合
員
の
業
種
は
商
工
業
者
が
多
数
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
旧
柴
崎
村
中
心
部
な
ど
の
農
村
地
帯
で
は
、
以
前
か
ら

養
蚕
業
も
発
達
し
て
お
り
、
立
川
の
産
業
は
よ
り
多
様
で
あ
っ

た
。
表
2
に
一
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
立
川
町
の
職
業

別
人
口
を
掲
載
し
た
。
農
家
・
商
工
業
者
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
公
務
・
自
由
業
者
も
多
数
で
、
俸
給
生
活
者
も
相
当
数
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
員
の
職
業
構

表
1
　
役
員
お
よ
び
大
口
出
資
者

出
所

：『
立

川
信

用
組

合
員

名
簿

』、『
多

摩
の

歩
み

と
と

も
に

』、「
戸

数
割

賦
課

額
調

書
」（『

立
川

町
会

議
事

録
』

収
録

）
1931年

、『
日

本
全

国
商

工
人

名
録

』
1925年

、
第

三
十

六
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1931年
上

半
期

、
多

摩
農

業
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1924年
上

半
期

、
武

陽
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1927年
上

半
期

、
立

川
町

「
戸

数
割

賦
課

額
調

書
」、

*1 平
賀

敏
弘

編
『

立
川

町
史

概
観

』
1936年

、
*2 大

日
本

篤
農

家
名

鑑
編

纂
所

編
『

大
日

本
篤

農
家

名
鑑

』
1910年

、
*3 大

森
郵

便
局

『
東

京
府

電
話

番
号

簿
』

1935年
7月

現
在（

郵
政

博
物

館
資

料
セ

ン
タ

ー
蔵

）、
*4 東

京
都

立
川

市
議

会
史

編
さ

ん
委

員
会

編
『

立
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市
議

会
史

 資
料

編
２

』
1991年

、
よ

り
作

成
。
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位
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Ｂ
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・
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錦
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史
概
観
』
八
九
〜
九
〇
頁
）。
彼
ら
は
利
用
側
の
各
産
業
の
利

害
を
代
表
し
て
い
た
と
同
時
に
、
伏
見
光
太
郎
の
よ
う
に
信
用

評
定
委
員
を
務
め
た
人
物
も
い
た
た
め
、
立
川
信
組
の
信
用
評

価
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
役
員
や
大
口
出
資
者
以
外
の
組
合
員
も
立
川
町
内
の
有
力
者

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、『
立
川
町
会
議
事
録
』（
立

川
市
史
編
さ
ん
近
代
部
会
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
戸
数
割
賦

課
額
調
書
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
立
川
町
の
経
済
階
層
に
お

け
る
組
合
員
の
位
置
づ
け
を
簡
単
に
検
討
し
た
い
。戸
数
割
は
、

所
得
と
資
産
額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
税
目
で
あ
る
た
め
、
そ

の
課
税
額
は
、
市
町
村
内
に
お
け
る
個
人
の
経
済
状
況
を
反
映

し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
三
三
年
の
立
川
信
組
加
入
者
二
八
三
人
の
う
ち
、
二
〇 

七
人
が
戸
数
割
課
税
者
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
戸
数
割
賦
課
額

の
上
位
一
〇
％
以
内
に
七
一
人
の
組
合
員
が
属
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
立
川
町
に
お
け
る
上
位
一
〇
％
の
町
民
の
う
ち
の
四
人

に
一
人
が
立
川
信
組
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、や
は
り
、

立
川
町
内
の
経
済
的
な
有
力
者
が
多
数
加
入
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
役
員
は
全
員
が
上
位
一
〇
％
以
内
に
属
し
、
大

口
出
資
者
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
上
位
二
〇
％
に
入
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
設
立
時
の
戸
数
割
賦
課
額
の
分
布
か
ら
は
、
中
小
事
業

者
に
対
す
る
相
互
金
融
と
い
う
立
川
信
組
の
性
格
が
ま
だ
明
瞭

で
は
な
い
。

　
一
九
三
九
年
末
現
在
の
組
合
員
一
〇
〇
七
人
に
つ
い
て
は
、

四
一
五
人
が
戸
数
割
課
税
者
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
と
比
べ

る
と
中
間
層
の
伸
び
が
大
き
く
、
組
合
員
の
構
成
が
幅
広
い
層

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
で
も
商
工
業
者
の

増
加
が
目
立
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
中
間
層
の
伸
び
を
牽
引
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
業
種
別
構
成
の
変
化

　
以
上
の
よ
う
に
、
立
川
信
組
の
組
合
員
は
立
川
町
内
で
経
済

階
層
が
相
対
的
に
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
前
項
の
分
析
か
ら
、

組
合
員
の
業
種
は
商
工
業
者
が
多
数
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
旧
柴
崎
村
中
心
部
な
ど
の
農
村
地
帯
で
は
、
以
前
か
ら

養
蚕
業
も
発
達
し
て
お
り
、
立
川
の
産
業
は
よ
り
多
様
で
あ
っ

た
。
表
2
に
一
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
立
川
町
の
職
業

別
人
口
を
掲
載
し
た
。
農
家
・
商
工
業
者
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
公
務
・
自
由
業
者
も
多
数
で
、
俸
給
生
活
者
も
相
当
数
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
員
の
職
業
構

表
1
　
役
員
お
よ
び
大
口
出
資
者

出
所

：『
立

川
信

用
組

合
員

名
簿

』、『
多

摩
の

歩
み

と
と

も
に

』、「
戸

数
割

賦
課

額
調

書
」（『

立
川

町
会

議
事

録
』

収
録

）
1931年

、『
日

本
全

国
商

工
人

名
録

』
1925年

、
第

三
十

六
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1931年
上

半
期

、
多

摩
農

業
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1924年
上

半
期

、
武

陽
銀

行
『

営
業

報
告

書
』

1927年
上

半
期

、
立

川
町

「
戸

数
割

賦
課

額
調

書
」、

*1 平
賀

敏
弘

編
『

立
川

町
史

概
観

』
1936年

、
*2 大

日
本

篤
農

家
名

鑑
編
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所

編
『

大
日

本
篤

農
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鑑

』
1910年

、
*3 大

森
郵

便
局

『
東

京
府

電
話

番
号

簿
』

1935年
7月

現
在（

郵
政

博
物

館
資

料
セ

ン
タ

ー
蔵

）、
*4 東

京
都

立
川

市
議

会
史

編
さ

ん
委

員
会

編
『

立
川

市
議

会
史

 資
料

編
２

』
1991年

、
よ

り
作

成
。
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所
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行
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は
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20%
毎
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〜
Eに
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行

の
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業
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。
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銀
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府
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（
東

京
共
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式

会
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村

長
（
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正

期
）・

町
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市
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（
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業
委

員
）・

農
会

役
員

Ｂ
Ａ

並
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750
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・
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後
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Ａ
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Ｃ

Ａ
鈴

木
栄

次
郎

理
事

500
富

士
見

町
─

町
会

議
員

（
土

木
委

員
）

Ａ
園
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五
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Ｂ

寺
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監
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高

松
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・
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錦
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Ｃ
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れ
以
後
の
一
九
三
〇
年
代
末
は
発
展
期
と
区
分
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
に
立
川
市
制
が
施
行
さ
れ
る

と
、
組
合
員
数
・
出
資
金
と
も
に
安
定
的
に
伸
び
る
も
の
の
、

戦
時
の
経
済
状
況
に
強
く
規
定
さ
れ
な
が
ら
の
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
戦
時
期
の
変
化
を
経
て
、
戦
後
の
躍
進

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
表
3
は
、
業
種
ご
と
に
組
合
員
数
・
出
資
金
を
集
計
し
た
も

の
で
あ
る
。
組
合
員
数
は
加
入
者
数
か
ら
脱
退
者
数
を
差
し
引

成
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
、
転
換
期
の
立
川
地
域
経
済
の

様
態
と
、
立
川
信
組
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。

　
地
域
経
済
と
同
様
に
、
立
川
信
組
の
経
営
も
、
井
上
権
吉
が

組
合
長
に
就
任
し
た
一
九
三
七
年
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
。
井

上
の
就
任
後
三
年
間
に
、
組
合
員
数
は
二
・
七
倍
に
、
出
資
金

も
一
・
八
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
設
立
年
の
一
九
三
三
年
か
ら

一
九
三
六
年
ま
で
を
立
川
信
組
の
創
業
期
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

い
た
も
の
、
出
資
金
は
加
入
時
出
資
金
に
純
増
資
額
を
加
算
し

純
減
資
額
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
脱
退
日
等
が
判
読
困

難
で
あ
っ
た
た
め
若
干
の
誤
差
が
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
の
分
析

で
は
十
分
に
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
設
立
時
の
一
九
三
三
年
時
点
で
は
職
業
欄
に
記
載
の
な
い
組

合
員
も
多
い
が
、
職
業
が
判
明
し
て
い
る
組
合
員
で
は
、
商
業

者
が
加
入
者
数
・
出
資
金
と
も
に
全
体
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。

創
業
期
か
ら
戦
時
期
ま
で
一
貫
し
て
、
立
川
信
組
の
出
資
金
の

四
割
は
商
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
創
業
期
の
一
人
当
た
り
出
資
金
は
農
業
者
が

突
出
し
て
高
い
。
農
業
者
の
平
均
額
を
引
き
上
げ
て
い
る
の
は

養
蚕
組
合
に
尽
力
し
た
篤
農
家
で
あ
る
吉
澤
善
助
の
一
〇
口
出

資
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
農
業
者
に
限
ら
ず
、
組
合
員
全

体
の
一
人
当
た
り
出
資
金
は
、
設
立
初
年
の
一
九
三
三
年
に
お

け
る
一
四
九
円
が
最
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
立
川

町
の
有
力
者
が
ま
ず
組
合
に
加
入
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

窺
え
る
。

　
創
業
期
は
、
組
合
の
規
模
や
業
種
別
の
構
成
に
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
こ
の
間
に
、
工
業
は
順
調
に
組
合
員
数

を
伸
ば
し
て
お
り
、
創
業
期
三
年
間
の
加
入
者
八
〇
人
の
う
ち

二
〇
人
が
工
業
者
で
あ
る
。
設
立
時
の
農
業
・
商
業
の
有
力
者

に
混
じ
っ
て
、
工
業
の
加
入
者
が
増
加
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。

　
一
九
三
六
年
の
総
会
決
議
で
、
五
月
一
五
日
に
出
資
一
口
の

価
額
が
五
〇
円
か
ら
三
〇
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
出
資
金
の

切
り
下
げ
に
つ
い
て
、
戦
後
に
は
市
長
も
務
め
た
中
嶋
舜
司
は

「
出
資
金
だ
っ
て
最
初
は
ひ
と
り
五
〇
円
で
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
五
円
ず
つ
集
金
し
た
が
後
に
な
っ
て
、
そ
ん
な

に
い
ら
な
い
と
い
う
ん
で
三
〇
円
に
減
ら
し
た
と
記
憶
し
て
い

る
」
と
回
顧
し
て
い
る
（『
多
摩
の
歩
み
と
と
も
に
』
九
〇
頁
）。

立
川
信
組
で
は
預
金
の
増
加
に
伴
い
、
出
資
金
が
運
転
資
金
に

占
め
る
比
率
は
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
金
額
そ
の
も
の
は
重

視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
出
資
金
の
切

り
下
げ
が
発
展
期
に
お
け
る
加
入
傾
向
に
与
え
た
意
義
は
無
視

し
え
な
い
。

　
発
展
期
の
拡
大
に
つ
い
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三 

六
年
ま
で
は
平
均
八
一
円
で
あ
っ
た
出
資
金
が
、
一
九
三
九
年

に
は
五
三
円
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
加

入
し
た
組
合
員
の
八
割
以
上
が
一
口
出
資
者
で
あ
り
、
一
口
当

た
り
の
価
額
を
引
き
下
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
少
額
出
資

年
農

業
%

工
業

%
商

業
%

交
通

業
%

公
/自

%
そ

の
他

%
無

業
%

（
不

明
）

%
計

（
B）

B/A
1933

1,050
2.5

2,950
7.0

17,550
41.7

700
1.7

3,050
7.2

300
0.7

100
0.2

16,400
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42,100
148.76

1936
870

2.9
2,910
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270

0.9
2,460

8.3
840
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0.3
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1939

1,770
3.3

7,380
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23,340
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1,110
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4,320
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2,940
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3.8

10,530
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53,940
53.67

1942
2,730

2.9
16,260

17.2
40,260
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2,070

2.2
6,750

7.2
7,770
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3,000

3.2
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94,320
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1945

2,910
2.8

20,400
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42,240
41.1

2,190
2.1

6,540
6.4

8,310
8.1

3,690
3.6

16,590
16.1

102,870
65.07

表
3
–
2
　
業
種
別
出
資
金
（
円
）

出
所

：
業

種
別

デ
ー

タ
は

「
立

川
信

用
組

合
員

名
簿

」
よ

り
集

計
。

1933年
か

ら
1942年

の
総

計
は

、
立

川
信

用
組

合
「

事
業

進
展

一
覧

表
」

よ
り

。

表
3
–
1
　
業
種
別
組
合
員
数
（
人
）

年
農

業
%

工
業

%
商

業
%

交
通

業
%

公
/自

%
そ

の
他

%
無

業
%

（
不
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A

）
1933

4
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4
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19
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0.7

2
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8
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3
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3
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4.9

129
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3.9

329
22.5
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年
農

業
%

工
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%
商

業
%

交
通
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公
/自

%
そ
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（

全
有

業
者
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1930
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10.7
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21.8
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27.9
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25.9
3

0.1
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13,511

表
2
　
立
川
町
職
業
別
人
口
（
1930年

）

注
記

：
全

有
業

者
中

の
職

業
別

割
合

を
算

出
。

出
所

：『
国

勢
調

査
報

告
 第

4巻
 府

県
編

 東
京

府
』

1930年
よ

り
。
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業
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業
%

公
/自

%
そ

の
他

%
無

業
%

（
不

明
）

%
計

（
A

）
1933

4
1.4

21
7.4

113
39.9

4
1.4

19
6.7

2
0.7

2
0.7

118
41.7

283
1936

8
2.2

41
11.2

137
37.5

3
0.8

29
7.9

14
3.8

3
0.8

133
36.4

365
1939

42
4.2

159
15.8

453
45.1

18
1.8

88
8.8

69
6.9

49
4.9

129
12.8

1,005
1942

57
3.9

329
22.5

597
40.8

33
2.3

110
7.5

136
9.3

69
4.7

134
9.2

1,463
1945

60
3.8

377
23.8

615
38.9

37
2.3

105
6.6

150
9.5

78
4.9

159
10.1

1,581

年
農

業
%

工
業

%
商

業
%

交
通

業
%

公
/自

%
そ

の
他

%
（

全
有

業
者

）
無

業
計

1930
591

10.7
1,205

21.8
1,539

27.9
372

6.7
1,426

25.9
3

0.1
5,517

7,994
13,511

表
2
　
立
川
町
職
業
別
人
口
（
1930年

）

注
記

：
全

有
業

者
中

の
職

業
別

割
合

を
算

出
。

出
所

：『
国

勢
調

査
報

告
 第

4巻
 府

県
編

 東
京

府
』

1930年
よ

り
。
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者
の
加
入
を
促
進
し
た
で
あ
ろ
う
。
一
人
当
た
り
の
出
資
金
の

業
種
間
で
の
差
が
小
さ
く
な
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　
創
業
期
は
目
立
た
な
か
っ
た
工
業
者
の
割
合
も
継
続
的
に
増

加
し
て
い
る
。
立
川
町
で
は
航
空
機
関
連
産
業
の
集
積
が
進
む

時
期
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
地
域
経
済
の
趨
勢
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
発
展
期
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
証
券
移
動
が
活
発
化
し
、

組
合
員
資
格
が
流
動
的
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
組
合
員
名
簿
に

は
証
券
移
動
の
情
報
が
「
譲
渡
／
譲
受
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
。
証
券
移
譲
に
は
職
業
間
の
明
確
な
差
は
見
い
だ
せ
な
い

も
の
の
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
年
間
三
〇
件
程
度
の
証
券

移
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
一
九
四
〇
年
代
初
頭
の
特
徴
は
、
安
定
的
な
成
長
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
末
の
増
加
に
は
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
四
〇
年

代
初
頭
も
組
合
員
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
出
資
金
は
組
合

員
数
の
伸
び
以
上
に
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
出
資
金
の

伸
び
は
、
新
規
加
入
者
の
出
資
よ
り
も
、
既
存
組
合
員
の
増
資

の
割
合
が
大
き
い
。
一
九
四
二
年
の
み
純
増
資
件
数
が
一
〇
五

件
と
突
出
し
て
い
る
。

　
一
九
四
二
年
に
な
る
と
、組
合
員
の
う
ち
工
業
者
が
二
割
強
、

図 1 - 1 　住所別加入者数 （1933年末）

図 1 - 2 　住所別加入者数 （1946年末）

商
業
者
が
四
割
程
度
を
占
め
、
商
工
業
者
で
全
体
の
六
割
に
の

ぼ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、業
種
別
構
成
の
変
動
も
小
さ
く
な
る
。

こ
の
時
期
か
ら
戦
後
直
後
ま
で
持
続
す
る
組
合
員
構
成
が
、
こ

こ
で
明
瞭
に
現
れ
る
。

　
戦
時
期
は
組
合
規
模
を
維
持
し
つ
つ
も
、
伸
び
は
停
滞
的
に

な
る
。
一
九
四
四
〜
四
五
年
は
「
疎
開
」「
区
域
外
転
住
」
と

の
理
由
に
よ
る
脱
退
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、
戦
争
が
組
合
員

資
格
を
不
安
定
に
さ
せ
た
こ
と
で
、
立
川
信
組
の
経
営
に
も
一

定
の
影
響
を
与
え
て
い
た
。

三
　
地
域
的
な
範
囲
の
拡
大

　
立
川
の
地
域
経
済
と
組
合
員
の
構
成
の
関
係
を
議
論
す
る
際

に
は
、
立
川
町
・
立
川
市
域
内
に
お
け
る
組
合
員
の
地
理
的
な

分
布
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
組
合
員
名
簿
に
は
住
所
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。
町
制
期
は
行
政
区
域
と
は
異
な
る
通
称
町
名
で

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
地
番
も
併
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
可
能
な
限
り
現
在
の
町
名
と
対
応
さ
せ
る
こ
と

で
、
そ
の
地
域
的
な
広
が
り
を
再
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
立
川
市
内
の
住
所
別
に
組
合
員
数
を
示
し
た
の
が
図
1
で
あ

る
。
設
立
初
年
か
ら
一
貫
し
て
、
立
川
駅
北
口
の
曙
町
二
丁
目

出所：立川市内の地図は『国勢調査町丁・字等別境界データセット』（CODH作成）『平成27年国勢調査町丁・
字等別境界データ』（NICT加工）を利用。組合員数は「立川信用組合員名簿」より集計。
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出所：立川市内の地図は『国勢調査町丁・字等別境界データセット』（CODH作成）『平成27年国勢調査町丁・
字等別境界データ』（NICT加工）を利用。組合員数は「立川信用組合員名簿」より集計。
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り
込
み
つ
つ
、
地
理
的
に
も
、
加
入
者
の
業
種
に
お
い
て
も
広

範
に
組
合
員
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
増
減
資
や
脱
退
の
動
向
か
ら
は
、
地
域
金

融
機
関
と
し
て
の
立
川
信
組
も
、
戦
時
経
済
の
規
定
性
と
無
関

係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。
組
合
員
の
市

外
転
居
が
相
次
い
だ
こ
と
は
立
川
信
組
の
加
入
者
基
盤
を
脆
弱

に
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
四
〇
年
代
に
特
異
な
増
資
件

数
の
多
さ
が
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
家
計
貯
蓄
の
動
員
と
い

か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
後
詳
細
に
検
討

す
べ
き
課
題
だ
ろ
う
。

謝
辞

　
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
立
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
近

代
部
会
よ
り
、『
立
川
町
会
議
事
録
』
の
利
用
に
つ
き
特
段
の

ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

佐
藤
政
則
「
多
摩
中
央
信
金
の
昭
和
二
〇
年
代
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』

一
七
二
号
、
二
〇
一
九
年

平
賀
敏
弘
編
『
立
川
町
史
概
観
』
一
九
三
六
年

多
摩
中
央
信
用
金
庫
編
『
多
摩
の
歩
み
と
と
も
に
：
多
摩
中
央
信
用
金
庫

創
立
四
〇
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
四
年

武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
『
多
摩
の
人
物
史
』
一
九
七
七
年

※
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
助
成
を

受
け
た
。

周
辺
に
加
入
者
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
割

合
は
三
割
か
ら
二
割
に
低
下
し
て
い
る
。
曙
町
二
丁
目
の
加
入

者
の
う
ち
、
お
よ
そ
三
分
の
二
が
商
業
者
で
あ
っ
た
。
次
に
設

立
時
の
加
入
者
が
多
い
の
は
、
一
九
三
〇
年
に
駅
南
口
が
開
設

さ
れ
た
ば
か
り
の
柴
崎
町
三
丁
目
付
近
で
あ
る
。
立
川
駅
周
辺

の
、
曙
町
二
丁
目
お
よ
び
柴
崎
町
一
丁
目
〜
三
丁
目
に
過
半
数

の
組
合
員
が
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
中
央
線
の
南
側
は
そ
の
後
も
発
展
を
続
け
て
お
り
、
一
九
四 

六
年
末
時
点
で
見
る
と
、
柴
崎
町
二
丁
目
か
ら
錦
町
一
丁
目
に

か
け
て
の
一
帯
に
組
合
員
数
が
増
加
し
て
い
る
。
富
士
見
町
や

高
松
町
な
ど
の
立
川
駅
か
ら
離
れ
た
地
域
に
も
範
囲
が
広
が
っ

て
お
り
、
立
川
信
組
が
市
内
の
地
域
的
な
広
が
り
を
確
実
に
獲

得
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
分
布
の
形
状
に
着
目
す
る
と
、
一
九
四
六
年
に
は
、

市
街
地
の
発
展
に
応
じ
て
立
川
駅
・
曙
町
二
丁
目
と
い
う
市
の

中
心
部
か
ら
広
が
る
よ
う
に
組
合
員
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
特
徴
も
、
創
業
期
は
地
域
の
有
力
者
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
た
立
川
信
組
が
、
立
川
市
の
発
展
と
と
も
に
幅
広
く
組

合
員
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
整
合
的
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
一
九
三
三
年
一
二
月
の
設
立
時
に
は
、
立
川
信
組
の

い
と
う
　
は
る
か

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

文
京
区
在
住

こ
に
し
　
ゆ
う
だ
い

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

文
京
区
在
住

本
店
は
柴
崎
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
立
川
町
役
場
の
向
か
い
に
一

時
的
に
置
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
当
初
は
立
川
町
の
公

職
関
係
者
に
主
導
さ
れ
た
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
翌
年
一
月
に
は
早
く
も
立
川
駅
北
口
前
、
曙
町
二
丁

目
と
い
う
組
合
員
の
集
中
す
る
場
所
に
移
転
し
、
戦
後
ま
で
ほ

ぼ
同
じ
場
所
に
本
店
が
置
か
れ
続
け
た
。
北
口
周
辺
に
は
、
武

陽
銀
行
や
第
三
十
六
銀
行
の
支
店
も
置
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
立
川
駅
前
の
中
小
商
工
業
者
の
加
入
が
多
い
た
め
に
、
立

川
信
組
も
本
店
を
駅
前
の
商
工
業
地
域
に
移
転
す
る
必
要
を
感

じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
立
川
地
域
全
体
の
発
展
を
支
え
る
金
融
機

関
と
し
て
の
性
格
を
自
覚
し
た
こ
と
の
現
れ
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
立
川
町
内
の
政
治
的
有
力
者
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
立

川
信
組
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
経
営
を
軌
道
に

の
せ
、
戦
時
体
制
の
中
で
も
比
較
的
安
定
し
た
経
営
を
展
開
し

て
い
く
。
そ
の
背
景
に
は
、
他
の
金
融
機
関
で
は
困
難
な
中
小

事
業
者
に
対
す
る
資
金
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
転
換
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
設
立
当
初
の
柴
崎
町
か
ら
立
川
駅

北
口
の
新
興
商
工
業
地
域
に
本
店
を
移
し
、
小
口
出
資
者
を
取
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り
込
み
つ
つ
、
地
理
的
に
も
、
加
入
者
の
業
種
に
お
い
て
も
広

範
に
組
合
員
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
増
減
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や
脱
退
の
動
向
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は
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地
域
金

融
機
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川
信
組
も
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戦
時
経
済
の
規
定
性
と
無
関

係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。
組
合
員
の
市

外
転
居
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相
次
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こ
と
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立
川
信
組
の
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入
者
基
盤
を
脆
弱
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せ
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あ
ろ
う
し
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ま
た
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四
〇
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な
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資
件

数
の
多
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が
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時
体
制
下
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家
計
貯
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と
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か
な
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関
係
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あ
っ
た
の
か
と
い
う
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は
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詳
細
に
検
討
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べ
き
課
題
だ
ろ
う
。
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